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１．研究課題 
イカ類による墨を用いた求愛行動の獲得過程解明
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３．研究報告 

Ⅰ. 研究の目的 
イカやタコなどの頭足類は外敵から逃亡する際、“墨”と呼ばれる特有の黒い液体を自身のダミ

ーや煙幕として利用する。このように墨は捕食回避の役割を持つが、本グループはコウイカの仲

間のエゾハリイカSepia andreanaが、求愛行動に墨を用いることを発見した。捕食回避の用途で

発達した墨が繁殖行動に転用されたと考えられるこの行動の適応的意義や進化の過程について議

論するには、より詳細な行動観察や近縁種との比較が必要である。エゾハリイカが属するDoratos
epion属は、エゾハリイカを含めた多くの種の雄が腕や鰭が延⻑・肥大化する性的二型を示すこと

から、種特有の繁殖行動を行うことが予想される。そのため、Doratosepion属の他の種も求愛に

墨を用いる可能性がある。また、エゾハリイカの雄が雌と比較してより大きい墨袋を有している

ことから、繁殖行動を観察できない種でも、墨袋重量の種間比較を行うことで、求愛における墨

の利用の有無を推定できる可能性がある。そこで、本研究では、エゾハリイカの求愛行動の詳細

な行動記載に加え、近縁種の求愛行動観察、さらに墨袋の形態の雌雄差の種間比較により、求愛

における墨の利用の獲得過程の解明を試みた。 

Ⅱ. 研究の方法 
エゾハリイカの求愛における墨吐き行動の定量的記載

青森県の浅虫水族館のバックヤードに設置した実験水槽にて、エゾハリイカの行動観察を行なっ

た。実験水槽には雌雄のペアもしくは雌雄複数個体ずつを入れ、オスがメスにアプローチし始め

てからの行動要素を記録した。そのシーケンスをまとめ、墨吐き行動が見られる局面を定量的に

解析した。 

エゾハリイカの近縁種における墨吐き行動の検証

次に、求愛における墨吐き行動が近縁種間で共有されているか調べるため、エゾハリイカの近縁

種であるミサキコウイカの繁殖行動観察を島根大学隠岐島臨海実験所にて行なった。行動観察は

実験所内の実験水槽で、雌雄複数個体で行った。一連の求愛行動のシーケンスを記録し、求愛行

動でエゾハリイカと同様に墨吐き行動が見られるか調査した。 

墨袋の重量の雌雄比較 

上記の2地点で得られたサンプルに加え、宮城県石巻市での乗船採集、さらに長崎県からのサン

プル購入により、エゾハリイカを含む、7種のコウイカ類を入手した。これらの種のうち、十分な

個体数が得られたエゾハリイカとハリイカについて、体サイズと墨袋重量の関係性を調べた。墨

袋は中身を抜き、乾燥重量を測定した。 



Ⅲ. 研究結果 
エゾハリイカの求愛における墨吐き行動の定量的記載 

 
図1.エゾハリイカの求愛における行動要素 

 
図2.エゾハリイカの2タイプの求愛行動における行動要素のダイアグラム 



行動観察により、エゾハリイカの求愛行動の詳細が明らかになった。求愛には2つの様式、タイプ1（n

 = 17）とタイプ2（n = 19）があり、どちらもクライマックスに体色変化を伴う求愛ディスプレイが

行われ、成功すれば交接が行われる。しかし、タイプ1とタイプ2では行動要素の数やかかる時間が大

きく異なり、タイプ2は着底した、もしくはHoveringによって着底させられたメスに対して行われた。

また、墨吐き行動はタイプ2でのみ行われた。イカ類は墨に混ぜる粘液の量を調節することで形状や

粘度の異なる墨を使い分けることができるが、タイプ2では、墨の形態やタイミングが異なる2種類の

墨吐き行動（Ink blob, Ink backdrop）が観察された。求愛の成功率にタイプ間で有意差は認められ

なかった(Fisher’s test, p = 0.60)。 

エゾハリイカの近縁種における墨吐き行動の検証 

 ミサキコウイカの繁殖行動観察では、オスがメスに対して鰭と腕を顕示し、体色変化を伴う求愛デ

ィスプレイを記載した（n = 8）。この求愛行動では墨の利用は認められなかった。 

墨袋の重量の雌雄比較と、mtDNAによる分子系統樹作成 

 エゾハリイカの墨袋重量は雌雄で有意な差があり雄の方が有意に大きい墨袋を有していた(ANCOV

A; p < 0.01)。一方、特別な性的二型形質を持たないハリイカでは墨袋重量には体サイズとの相関や

雌雄差は認められなかった(ANCOVA; p > 0.1)。 

 
図3.体サイズ（頭幅）と墨袋重量の関係性（左：エゾハリイカ, 右：ハリイカ） 

Ⅳ. 考察 
エゾハリイカの求愛行動における2種類の墨吐き行動はそれぞれ異なる局面で明確に使い分けられて

いることから異なる適応的意義があると考えられた。特に、求愛の交接前のディスプレイの直前に用

いられるInk backdropは、ディスプレイする雄が自身の背景に拡散性の墨を吐くことから、自身のデ

ィスプレイを視覚的に際立たせる効果が考えられる。また、近縁種であるミサキコウイカでは性的二

型形質を用いた求愛行動が観察されたものの墨の利用は認められなかったことから、求愛における墨

吐き行動は少なくともDoratosepion属の求愛行動に共通する行動形質ではないことも明らかになっ

た。さらに、特別な性的二型形質を持たないハリイカでは墨袋重量の雌雄差が認められなかったこと

から、墨袋重量の雌雄差は求愛墨吐き行動の存在と関係があり、今後多くの種を用いて同様のアロメ

トリーを検証することで、求愛墨吐き行動の有無を形態から検証可能であると考えられる。 
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Ⅵ. 今後の課題 
複数種の繁殖行動の新たな記載を行い、求愛における墨の利用の詳細を明らかにすることができ

た一方で、サンプリング数などの問題から、当初目標としていた多くの種を用いた墨袋重量の雌

雄間比較、mtDNAを用いた系統解析は完了できなかった。今後、引き続きサンプリングを行い、ア

ロメトリーの検討に十分な個体数の入手し次第、墨袋の雌雄間比較を行う予定である。また、系

統解析についてはmtDNA-COI領域のシーケンス分析は完了しており、今後は他の領域の分析を行な

ったのちに系統樹を作成する予定である。 
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